
文
徳
会
総
会 

    

 

４
月
28
日(

日)

に
平
成
31
年
度

体
育
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
体
育
大
会
日

和
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続

き
、
崇
城
大
学
の
陸
上
競
技
場
で
実

施
し
ま
し
た
。
高
台
に
あ
る
た
め
大

変
見
晴
ら
し
が
良
く
、
折
か
ら
の
爽

や
か
な
風
も
手
伝
っ
て
、
心
地
好
い

中
に
体
育
大
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。 今

年
の
テ
ー
マ
は
、
大
塚
く
ん

(

2F4
西
合
志
南
中)

の
「Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ

～
栄
光
へ
～
」が
、
多
く
の
応
募
作
品

を
押
さ
え
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の

テ
ー
マ
に
は
、
努
力
し
て
い
る
人
、
頑 

    

 

              

            

  

   張
っ
て
い
る
人
に
輝
い
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

開
会
式
で
は
生
徒
会
副
会
長
の
堤

く
ん(

3JS2
京
陵
中)

が
開
会
宣
言
を

行
い
、
国
旗
・校
旗
掲
揚
、
優
勝
旗
返

還
、
学
校
長
挨
拶
、
生
徒
会
長
の
安

武
く
ん(

3JS2
泗
水
中)

の
挨
拶
と
続
き
、

そ
の
後
は
、
昨
年
度
優
勝
の
青
団
団

長
の
髙
津
く
ん(

3T2
阿
蘇
中)

が
選
手

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
競
技
上
の
注

意
は
体
育
委
員
長
の
岩
﨑
く
ん(

3F1

玉
名
中)

が
行
い
、
そ
の
後
は
全
員
で

準
備
運
動
を
し
て
、
開
会
式
は
終
了

し
ま
し
た
。 

 

競
技
は
全
中
学
生
と
高
校
男
女
に 

                               

よ
る
「
100
ｍ
走
」
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
高
校
全
女
子
に
よ

る
「文
徳
玉
入
れ
」、
高
校
代
表
者
に

よ
る
「
1500
ｍ
走
」、
高
校
女
子
に
よ
る

「文
徳
綱
引
き
」、
高
校
３
年
男
女
に

よ
る
「障
害
物
競
走
」、
全
中
学
生
に

よ
る
「
女
子
800
ｍ
走
・男
子
1000
ｍ
」、

高
校
男
子
の
棒
引
き
「男
の
闘
い
」、

高
校
女
子
に
よ
る
騎
馬
戦
の
「女
の

闘
い
」、
高
校
全
学
年
に
よ
る
「ク
ラ

ス
対
抗
リ
レ
ー
」、
高
校
全
女
子
に
よ

る
「ガ
チ
ダ
ン
ス
」
、
高
校
全
男
子
に

よ
る
「エ
ッ
サ
ッ
サ
」、
中
学
生
に
よ
る

創
作
ダ
ン
ス
「よ
さ
こ
い
2019
バ
ー
ジ

ョ
ン
」、
と
続
き
、
生
徒
全
員
に
よ
る

「校
歌
合
戦
」で
午
前
の
部
は
終
了
し

ま
し
た
。 

 

午
後
の
部
は
、
部
活
動
生
に
よ
る

「部
活
動
紹
介
」か
ら
始
ま
り
、
今
年

は
女
子
も
メ
ン
バ
ー
に
加
え
た
「
集

団
行
動
」、
高
校
男
子
に
よ
る
「綱
引

き
」
、
中
高
男
女
の
各
団
選
抜
チ
ー

ム
に
よ
る
「
女
子
団
対
抗
リ
レ
ー
」

「男
子
団
対
抗
リ
レ
ー
」と
続
き
、
応

援
リ
ー
ダ
ー
の
演
舞
を
披
露
す
る 

                          

            

「応
援
共
演
」で
全
競
技
が
終
了
し
ま

し
た
。 

閉
会
式
で
は
、
成
績
の
発
表
後
、

荒
木
校
長
か
ら
優
勝
し
た
赤
団
団

長
の
清
田
く
ん(

3JS1
鹿
南
中)

へ
優
勝

旗
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

学
校
長
講
評
、
校
歌
斉
唱
、
国
旗
・校

旗
降
納
、
池
邉
文
徳
会
副
会
長
に
よ

る
万
歳
三
唱
の
後
、
生
徒
会
副
会
長

東
く
ん(

3JS3
熊
大
附
属
中)

の
閉
会
宣

言
で
体
育
大
会
は
無
事
終
了
し
ま
し

た
。 

 

今
回
か
ら
新
し
く
、
競
技
中
の
応

援
を
団
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。
統
率

の
と
れ
た
応
援
は
、
競
技
を
盛
り
上

げ
た
う
え
、
団
と
し
て
の
結
束
力
も

高
ま
り
、
各
団
が
一
体
感
を
持
っ
て

体
育
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
ま
で
は
団
ご
と
に
分

け
て
描
か
れ
て
い
た
美
術
部
制
作
の

バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
一
枚
に
ま
と
め
て

メ
イ
ン
パ
ネ
ル
と
す
る
こ
と
で
、
大

会
テ
ー
マ
を
表
現
す
る
迫
力
の
あ

る
大
作
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

競
技
名
を
生
徒
か
ら
募
集
し
た
と
こ

ろ
個
性
的
な
競
技
名
が
た
く
さ
ん

集
ま
り
、
採
用
さ
れ
た
案
が
プ
ロ
グ 

            

            

ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

体
育
大
会
は
、
例
年
に
も
増
し
て
、

生
徒
全
員
の
活
躍
が
見
ら
れ
た
体

育
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

     

文
徳
高
校
で
は
始
業
前
の
20
分

を
使
っ
て
、
普
通
科
（
普
通
コ
ー
ス
）

お
よ
び
理
工
科
（専
門
コ
ー
ス
）の
生

徒
を
対
象
に
、
基
礎
学
力
の
定
着
を

目
的
と
し
た
「朝
ト
ク
！
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。
４
月
に
実
施
し
た
学
力

到
達
度
テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

弱
点
と
思
わ
れ
る
分
野
に
焦
点
を

当
て
、
毎
朝
テ
キ
ス
ト
の
問
題
を
解

き
ま
す
。
「朝
ト
ク
！
」の
「ト
ク
」は

文
徳
の
ト
ク
、
問
題
を
解
く
の
ト
ク
、

早
起
き
は
三
文
の
徳
の
ト
ク
を
意
味

し
ま
す
。
数
学
と
英
語
を
中
心
に
、

前
期
に
50
回
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
後
期
の
実
施
内
容
は
、
秋

に
実
施
予
定
の
第
２
回
学
力
到
達
度

テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
し

ま
す
。 

            

                

５
月
18
日
に
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

に
お
い
て
文
徳
会
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
理
事
決
定
が
行
わ
れ

た
後
、
総
会
は
会
長
挨
拶
、
学
校
長

挨
拶
、
職
員
紹
介
に
続
き
、
議
事
に

進
み
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
事
業

報
告
・収
支
決
算
報
告
、
２
０
１
９
年

度
運
営
委
員
選
任
、
理
事
紹
介
・
承

認
、
新
運
営
委
員
代
表
と
し
て
、
新

会
長
の
池
邊
様
よ
り
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
新
年
度
の
事
業

計
画
案
・予
算
案
審
議
が
行
わ
れ
、

議
事
終
了
後
に
は
旧
運
営
委
員
の

方
々
へ
の
感
謝
状
記
念
品
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。
代
表
し
て
２
年
間
会
長

を
務
め
ら
れ
た
小
佐
井
様
か
ら
、
三

年
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
振
り
返
っ
て

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
各
ク
ラ
ス
に
て
学
級
懇
談
を
行

い
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
雨

の
降
る
中
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 
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Ｒ
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栄
光
へ
～ 

平
成
最
後
の
体
育
大
会 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 

 

 

総会の様子 

 

 

 

 

 

 

メインパネル 

 

 

 

校歌合戦 

 

 

 

100ｍ走 

 

 
「
朝
ト
ク
！
」 

 
 

に
つ
い
て 

今 後 の 予 定 
 

５月 

24日(金) 高校総体・総文祭等激励式 

28日(火) １年内科検診 

29日(水) ３年歯科検診 

31日(金) 高校総体開会式 

      高校総文祭 (～6/1) 

６月 

1日(土) 高校総体 ～5日 

2日(日) 第1回英検(1次) 

      第2種電気工事士(筆記) 

      ３年進研マーク模試 

5日(水) ３年進研マーク模試 

8日(土) 第3土曜(15日)と入替授業 

9日(日) 第1回危険物取扱者試験 

10日(月) ３年学校紹介 

就職希望者面談 ～27日 

12日(水) 文化講演会 

13日(木) 前期中間考査    ～18日 

15日(土) 第2土曜(8日)と入替休日 

17日(月) 学校交通安全日(639回) 

       教育実習開始 

18日(火) ３年第２回就職ガイダンス 

２・３年自衛隊ガイダンス 

海外語学研修 

第３回オリエンテーション 

19日(水) ３年就職希望者企業見学会 

         読書週間      ～25日 

20日(木) ３年眼科検診 

21日(金) 計算技術検定 

24日(月) ３年就公模試(2) 

26日(水) １年耳鼻科検診 

３年進研記述模試 

2７日(木) １年眼科検診 

28日(金) 情報技術検定 

29日(土) ３学年保護者会 

       ３年2限(1.3)授業 

30日(日) １・２・３年進研記述模試 

７月 

3日(水) ２年普通科進路講演会 

２年理工科職業セミナー 

4日(木) ２年眼科検診 

5日(金) 開校記念講演会 

6日(土) 第2土曜(13日)と入替休日 

淵徳会大同窓会 

8日(月) ３年SPI対策テスト 

12日(金) 第１回漢字検定 

13日(土) 第1土曜(6日)と入替授業 

１・２学年保護者会 

         １・２年2限(1.3)授業 

16日(火) ３年第3回就職ガイダンス 

17日(水) 学校交通安全日(640回) 

海外語学研修 

最終オリエンテーション 

19日(金) 終業式 

      オープンキャンパス準備 

20日(土) オープンキャンパス 

      第2種電気工事士(技能) 

22日(月) 夏期課外(前半) 開始 

※変更になる場合があります。 

 

応援団演舞（赤団） 

 

 



３
学
年
進
路
講
演
会 

志
望
理
由
書
講
座 

       
体
育
大
会
も
終
わ
り
、
本
格
的
に

高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
課
外

や
朝
ト
ク
（基
礎
学
力
の
定
着
を
目

標
に
し
た
朝
テ
ス
ト
）が
始
ま
り
ま

し
た
。
本
年
度
よ
り
国
語
科
か
ら
の

提
案
で
、
全
校
生
徒
を
対
象
に
、
毎

週
１
回
、
国
語
科
か
ら
提
出
さ
れ
る

新
聞
記
事
を
要
約
し
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
て
書
く
と
い
う
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る 

                                

       た
め
に
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
参
り
ま
す
。 

５
月
末
に
は
、
高
校
総
体
、
そ
の
２

週
間
後
に
は
中
間
考
査
が
あ
り
ま

す
。 １

年
生
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
試 

験
と
な
り
ま
す
が
、
高
校
は
、
中
学

と
比
べ
る
と
教
科
数
が
多
く
、
内
容

も
深
く
な
る
為
、
従
来
の
や
り
方
で 

      

主
要
112
社
の
半
数
が
、
２
０
２
０

年
度
入
社
の
新
卒
採
用
数
を
前
年
度

並
み
か
ら
減
ら
す
と
回
答
し
、
学
生

の
売
り
手
市
場
に
陰
り
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
主
要
企
業
は
、
日
本
だ
け

で
な
く
海
外
の
景
気
を
見
通
し
た
上

で
採
用
計
画
や
賃
金
水
準
を
決
め
る

た
め
、
地
方
に
も
徐
々
に
影
響
が
で

て
く
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
３
月
期
連
結
決
算
で
30

兆
円
の
大
台
を
超
え
た
ト
ヨ
タ
自
動

車
で
す
が
、
来
春
の
高
卒
採
用
の
人

員
が
ま
だ
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
採

〇         

       

は
な
か
な
か
通
用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

そ
れ
に
対
応
し
て
く
れ
る
塾
も
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
、
自
分
で

学
習
の
ス
タ
イ
ル
を
作
る
し
か
な
い

の
で
す
。
各
教
科
の
担
当
か
ら
詳
し

い
勉
強
法
の
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
、

素
直
に
聞
き
入
れ
て
独
自
の
学
習
ス

タ
イ
ル
を
構
築
し
ま
し
ょ
う
。
困
っ

た
時
は
担
任
の
先
生
に
相
談
す
る
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
。 

２
年
生
に
と
っ
て
は
、
文
理
や
専

攻
別
で
の
ク
ラ
ス
編
成
に
な
っ
て
初

め
て
の
試
験
と
な
り
ま
す
。
他
の
生

徒
と
切
磋
琢
磨
し
、
自
分
の
得
意
教

科
を
更
に
伸
ば
す
よ
う
に
努
力
し

ま
し
ょ
う
。
余
裕
が
あ
る
人
は
、
つ
い 

      用
に
関
し
て
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

時
と
変
わ
ら
な
い
厳
し
い
環
境
下
に

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

一
方
、
県
内
で
は
、
「採
用
計
画
が

あ
る
」を
答
え
た
企
業
は
88.6
％
で
、

10
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し

て
い
ま
す
。
人
口
減
や
少
子
高
齢
化

な
ど
で
人
手
不
足
が
長
期
化
す
る

中
、
積
極
的
に
人
材
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
意
欲
が
引
き
続
き
高
い
こ
と

が
伺
え
ま
す
。
し
か
し
、
採
用
実
績

が
当
初
計
画
を
下
回
っ
た
と
答
え
た

企
業
は
52.1
％
と
半
数
を
超
え
て
い

〇 

 

              

つ
い
遠
ざ
け
て
し
ま
う
苦
手
科
目
に

も
目
を
背
け
ず
、
平
均
点
が
取
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。 

最
終
学
年
で
あ
る
３
年
生
に
と
っ

て
、
今
回
の
中
間
考
査
や
９
月
の
期

末
考
査
は
、
進
学
や
就
職
を
す
る
際

に
提
出
さ
れ
る
書
類
に
大
き
く
影

響
す
る
非
常
に
大
切
な
試
験
で
す

の
で
、
し
っ
か
り
準
備
し
て
臨
ん
で

下
さ
い
。
７
月
の
半
ば
よ
り
高
専
編

入
試
験
、
10
月
よ
り
専
門
学
校
や

大
学
の
出
願
が
始
ま
り
ま
す
。
も
う
、

受
験
は
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
自

分
の
進
路
実
現
へ
向
け
、
早
目
の
準

備
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。 

 

ま
す
。
計
画
を
下
回
っ
た
理
由
と
し

て
、
「企
業
間
の
競
合
激
化
」、
「内
定

者
辞
退
」、
「採
用
基
準
に
見
合
う
学

生
の
不
足
」を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
世
界
的

に
競
争
が
激
化
す
る
中
、
生
産
現
場

で
は
新
規
高
卒
の
若
い
力
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
４
月
下
旬
、

県
内
企
業
を
40
社
ほ
ど
訪
問
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
時
の
声
を
一
部
ご

紹
介
し
ま
す
。 

「
半
導
体
関
係
は
、
米
中
間
の
貿

易
摩
擦
の
問
題
が
あ
り
、
足
踏
み
状

態
が
続
い
て
い
る
。
生
産
の
落
ち
込

み
は
当
然
あ
る
が
、
次
世
代
の
５
Ｇ

が
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
今
は
そ
の

準
備
に
向
け
て
蓄
え
て
い
る
。
そ
の

時
が
来
れ
ば
、
市
場
は
一
気
に
動
き 

         

   

    

   
 

５
月
15
日
（水
）５
限
目
に
、
３
学

年
普
通
科
（
312
名
）を
対
象
に
し
た
、

「志
望
理
由
書
の
書
き
方
講
座
」が
体

育
館
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
演
者
は
、
株
式
会
社
マ

イ
ナ
ビ
九
州
・沖
縄
進
路
サ
ポ
ー
ト

課
の
児
玉
ち
ひ
ろ
氏
で
、
具
体
的
な

作
業
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

「『自

分
が
伝
え
た
い
こ
と
が
相
手
が
聞
き

た
い
こ
と
と
は
限
ら
な
い
』と
い
う
こ

と
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
な

ぜ
そ
の
大
学
で
な
い
と
い
け
な
い
の 

 

出
す
。
市
場
の
変
化
に
乗
り
遅
れ
な

い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
（堀
場
エ
ス

テ
ッ
ク
）」「熊
本
空
港
の
利
用
客
は
、

国
内
線
320
万
人
、
国
際
線
15
万
人

と
い
う
状
況
に
あ
る
。
10
年
後
に
は
、

国
内
線
を
２
倍
、
国
際
線
を
10
倍
に

利
用
客
を
増
や
す
。
警
備
員
の
検
査

業
務
に
は
、
チ
ケ
ッ
ト
、
手
荷
物
、
ゲ

ー
ト
、
モ
ニ
タ
ー
な
ど
あ
る
が
、
女

性
の
活
躍
が
大
き
い
。
（
熊
本
空
港

警
備
）」「Ｉ
Ｔ
化
し
に
く
い
業
種
で
あ

り
、
人
員
が
必
要
で
あ
る
。
現
場
は

ハ
ー
ド
で
あ
る
。
基
礎
体
力
が
あ
り
、

現
場
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
け
る
者
で
な
い
と
長
続
き

し
な
い
。
文
徳
の
卒
業
生
は
、
皆
よ

く
頑
張
っ
て
い
る
。
文
徳
高
校
に
は

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
（九
電
工
）」 

                

か
、
そ
の
意
欲
や
熱
意
を
知
り
た
い

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
自
己
分
析
を

し
て
下
さ
い
。
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ポ
リ
シ
ー
を
調
べ
、
自
分
の
資
質

と
マ
ッ
チ
し
た
ら
、
合
格
は
近
く
な

り
ま
す
。
今
か
ら
そ
の
た
め
の
準
備

を
し
ま
し
ょ
う
。
」３
年
生
は
目
の
前

に
迫
っ
て
き
た
受
験
を
意
識
し
て
、

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

          

「大
卒
の
専
門
職
（運
輸
職
）と
高
卒

の
採
用
枠
は
、
同
じ
比
率
で
行
っ
て

い
る
。
団
塊
世
代
の
退
職
者
を
迎
え
、

乗
務
員
の
養
成
が
急
務
で
あ
る
。

（九
州
旅
客
鉄
道
）」「女
性
従
業
員
の

割
合
は
８
％
。
今
後
、
女
性
活
躍
の

場
を
拡
大
し
、
20
％
を
目
標
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。
海
外
の
現
地
工

場
は
自
立
生
産
が
難
し
い
。
日
本
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
技
術
指
導
に
当

た
る
必
要
が
あ
る
。
熊
本
製
作
所
は
、

マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
（本
田
技
研
工
業
熊
本
製

作
所
）」「文
徳
高
校
か
ら
毎
年
良
い

生
徒
さ
ん
を
推
薦
し
て
頂
い
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
会
社
の
発

展
は
、
設
計
部
と
建
設
現
場
が
と
も

に
協
力
し
て
い
か
な
い
と
う
ま
く
い

か
な
い
。
預
か
っ
た
生
徒
さ
ん
は
、

現
場
を
支
え
ら
れ
る
一
人
前
の
立

派
な
人
材
に
責
任
を
持
っ
て
育
て
る
。

（新
産
住
拓
）」 

本
校
を
卒
業
し
た
先
輩
達
は
、
多

く
の
企
業
の
皆
様
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
力
強
く

歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
就
職
試

験
に
向
か
う
在
校
生
諸
君
は
、
企
業

の
声
に
耳
を
傾
け
、
社
会
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
立
派
な
職
業
人
を
目

指
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

文
徳
高
校
は
が
ん
ば
る
君
を
全

力
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。 

                   

す で 欄 稿 投 り 

            

よ 庭 家 ご が 面 裏 

                   

 
「朝トク！」に取り組む１年生 

 

本
年
度
の
取
り
組
み
と 

前
期
中
間
考
査
に
向
け
て
の
心
掛
け 

～
進
路
指
導
部
（
進
学
編
）
～ 

 
 

 
 

崇城大学通信 No.92 
一人一人にフィットしたインプラントを！ 

～有限要素法と3D造形法を利用し患者の負担軽減～ 

 

工学部 機械工学科 

中牟田 侑昌先生（なかむた ゆうすけ）助教 
 

骨折をした際、状態によっては患部を金属など

で直接固定する手術を行い治療する場合があり

ます。この方法であれば、骨が結合するスピード

も早く、より早く日常生活に戻ることができま

す。しかし、日本で使用されている整形外科イン

プラントの多くは外国人用に設計された外国製

であるため、ほとんどの日本人の体格には適合し

ません。さらに、金属アレルギーを持つ患者さん

の治療に使用できるインプラントは限られてい

ます。そこで私は、有限要素法と 3D 造形法を組

み合わせた新しい整形外科インプラントの設

計・製造法の確立を研究しています。具体的には、

患者さんごとに骨の形や質を調査し、一人一人に

フィットするインプラントの設計により固定性

に優れます。また、生体に吸収される樹脂を用い

ることで、金属アレルギーを持つ患者さんにも適

用でき、術後の負担を軽減できるプレートが製作

できます。今後も、より多くの患者さんの治療に

貢献していきたいと思います。 

 

学
生
の
売
り
手
市
場
に
陰
り
も 

県
内
企
業 

文
徳
生
へ
の
期
待 

～
進
路
指
導
部
（
就
職
編
）
～ 

 
 

 
 

文 徳 点 描 
 

生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 
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講演中の様子 



春
季
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

入
選
写
真
紹
介 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝 

相
撲
部
全
国
大
会 

 

団
体 

準
優
勝 

 

  

本
校
軟
式
野
球
部
が
５
月
18
、

19
日
に
行
わ
れ
た
第
64
回
熊
本
県

高
等
学
校
軟
式
野
球
大
会
に
お
い
て
、

決
勝
戦
で
開
新
高
校
を
４
対
１
で
下

し
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
出
場
メ

ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

             

    

本
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
５
月
12

日
に
行
わ
れ
た
熊
本
県
高
校
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
お
い
て
岸
田
く
ん

(

2T1
錦
中) 

深
水
く
ん(

3F4
湖
東
中)

ペ
ア
が
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果

に
よ
り
国
体
の
二
次
選
考
に
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

         

 

       

   

北
園
く
ん(

3JS2
西
合
志
南
中) 

上
村
く
ん(

3T2
京
陵
中) 

辻
く
ん(

3F4
飽
田
中) 

吉
田
く
ん(

3F2
白
川
中) 

圓
山
く
ん(

3JS2
竜
南
中) 

芥
川
く
ん(

3JS1
宇
土
鶴
城
中) 

遠
矢
く
ん(

2T2
北
部
中) 

岩
田
く
ん(

3JS1
鹿
南
中) 

坂
田
く
ん(

3T2
合
志
中) 

和
田
く
ん(

3ST
京
陵
中) 

橋
本
く
ん(

2JS5
飽
田
中) 

澤
田
く
ん(

2JS1
竜
南
中) 

澤
田
く
ん(

2F4
竜
南
中) 

林
く
ん(

2F1
京
陵
中) 

本
田
く
ん(

2T1
三
和
中) 

辻
く
ん(

2F4
飽
田
中) 

森
嶋
く
ん(
1JS2
京
陵
中) 

小
澄
く
ん(
1F3
菊
鹿
中) 

船
元
く
ん(

1F1
帯
山
中) 

福
田
さ
ん(

3F2
龍
田
中) 

  

 

           

５
月
15
日
（水
）の
放
課
後
、
多
目

的
ホ
ー
ル
で
第
２
回
海
外
語
学
研
修

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
海
外
語
学
研
修
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

郊
外
に
７
月
28
日
（日
）～
８
月
11

日
（日
）の
15
日
間
の
研
修
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

研
修
先
で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
現
地

の
生
徒
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
、
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
見
学
、
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
大
学
訪
問
、
ワ
イ
カ
ト
・ケ
ー
プ

の
土
ボ
タ
ル
見
学
な
ど
の
観
光
が
計 

                    

本
校
相
撲
部
が
５
月
19
日
に
行

わ
れ
た
第
103
回
高
等
学
校
相
撲
金

沢
大
会
に
お
い
て
団
体
準
優
勝
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
毎

年
石
川
県
金
沢
市
で
行
わ
れ
て
い
る

全
国
大
会
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ

の
大
会
と
し
て
は
日
本
最
古
の
歴
史

を
誇
る
も
の
で
す
。
出
場
メ
ン
バ
ー

は
以
下
の
通
り
で
す
。 

草
野
く
ん(
3T2
宇
土
鶴
城
中) 

橋
本
く
ん(
3T2
佐
敷
中) 

花
岡
く
ん(

2T2
宇
土
鶴
城
中) 

川
上
く
ん(

2T2
宇
土
鶴
城
中) 

 

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
異
文
化

に
触
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
磨
き
多
様
な
考
え
に
触
れ
る
貴

重
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
４
人
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「異
文
化
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
？
」「コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
？
」
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
な
ぜ
重
要
な
の
か
？
」「私
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
方
法
や
手
段
を

使
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
い
る
か
？
」に
つ
い
て
話
し
合
い
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
の
前
で
発
表

し
ま
し
た
。 

次
回
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は

６
月
18
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

              

  

 

５
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
「
熊
本

県
高
等
学
校
文
化
連
盟
写
真
専
門
部

主
催
春
季
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」に
、
本

校
の
写
真
部
か
ら
作
品
を
出
品
し

た
関
本
さ
ん(

3F1
竜
北
中)

が
入
選

し
ま
し
た
。 

       

５
月
22
日
に
「
ガ
ン
バ
レ
・
ガ
ー

ル
！
マ
ケ
ル
ナ
・ボ
ー
イ
！
」で
お
な

じ
み
の
「Ｒ
Ｋ
Ｋ
お
は
よ
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
各
団

体
と
も
、
緊
張
し
な
が
ら
も
、
楽
し

く
撮
影
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

放
送
予
定
は
６
月
24
日
（
月
）
か

ら
７
月
５
日
（金
）の
平
日
朝
６
時
20

～
50
分
で
す
。
計
十
日
間
に
わ
た
っ

て
文
徳
高
校
の
生
徒
が
出
演
し
ま
す
。

出
演
す
る
団
体
を
左
に
紹
介
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

         

    

 

新
元
号
「令
和
」発
表
後
、
お
祭
り

ム
ー
ド
に
沸
い
た
日
本
列
島
。
10
日

間
の
長
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も

終
了
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
学
校

生
活
モ
ー
ド
に
入
っ
て
い
な
い
と
い

う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「新
学
期
」を
迎
え
た
と
い
う
思
い
で
、

個
々
の
目
標
達
成
に
向
け
、
邁
進
し

ま
し
ょ
う
。 

さ
て
、
先
月
末
に
行
わ
れ
た
体
育

大
会
は
、
僅
か
な
練
習
時
間
と
準
備

の
時
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
き
っ
ち
り
果
た
し
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
大
成
功
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
文
徳
生
の
力
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
。 

今
回
は
、
こ
の
体
育
大
会
、
運
動 

    

 

      

 

                

    

 

会
に
関
す
る
話
の
中
で
、
「
言
葉
の

怖
さ
」に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。
私

の
子
ど
も
が
小
学
校
一
年
生
の
時
の

運
動
会
の
日
の
こ
と
で
す
。
祖
父
母

が
田
舎
か
ら
運
動
会
を
見
学
に
来

ま
し
た
。
運
動
会
は
無
事
に
終
了
し
、

家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
、

小
学
校
一
年
生
の
娘
が
、
今
に
も
泣

き
だ
し
そ
う
な
顔
で
、
「お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
１
等
に
な
れ
な
く
て
ご
め
ん

な
さ
い
。
が
ん
ば
れ
な
く
て
ご
め
ん

な
さ
い
。
」と
い
う
の
で
す
。
聞
く
と
、

私
の
母
が
、
朝
学
校
に
行
く
前
に
、

「１
等
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
れ
」

と
声
を
か
け
た
そ
う
で
す
。
勿
論
、

母
に
と
っ
て
は
何
気
な
い
一
言
で
す
。

し
か
し
、
彼
女
は
、
「１
等
に
な
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
が
ん
ば
ら
な
か
っ 

    

１
年
普
通
科 

中
学
時
代
は
体
調
不
良
か
ら
か
、

本
来
の
自
分
を
取
り
戻
す
事
が
出

来
ず
、
も
う
一
度
や
り
直
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
希
望
し
た
文
徳
高
校
。

入
学
式
前
に
、
子
ど
も
は
緊
張
と
不

安
で
い
っ
ぱ
い
の
顔
で
し
た
。
し
か
し
、

帰
宅
後
の
「行
っ
て
良
か
っ
た
」と
ホ

ッ
と
し
た
顔
を
見
て
私
も
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。
学
級
開
き
で
「明
日
の

朝
、
目
が
覚
め
た
ら
真
っ
直
ぐ
に
こ

の
教
室
、
こ
の
席
に
お
い
で
！
こ
こ

が
あ
な
た
達
の
居
場
所
だ
か
ら
！
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
先
生
の
言
葉
を
子

ど
も
は
覚
え
て
い
た
ら
し
く
、
自
分

の
生
活
を
見
直
す
所
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
文
徳
生

に
な
ろ
う
と
努
力
す
る
子
ど
も
の

姿
に
、
学
校
の
雰
囲
気
の
良
さ
を
感

じ
る
毎
日
で
す
。 

   

た
こ
と
」だ
と
小
さ
な
胸
を
痛
め
て

い
た
の
で
す
。
母
は
、
自
分
の
一
言

が
、
こ
ん
な
に
も
孫
を
悲
し
ま
せ
た

の
か
と
後
悔
し
、
「ち
が
う
よ
。
３
等

で
も
、
４
等
で
も
何
等
で
も
い
い
と

よ
。
が
ん
ば
っ
た
な
ら
何
等
で
も
い

い
と
よ
。
最
後
ま
で
走
っ
た
人
が
頑

張
っ
た
人
。
」と
孫
を
し
っ
か
り
抱
き

し
め
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。
泣

く
の
を
我
慢
し
て
い
た
彼
女
も
つ
い

に
、
大
泣
き
し
ま
し
た
。
普
段
あ
ま

り
会
え
な
い
祖
父
母
の
た
め
に
、
ど

う
し
て
も
「１
等
」を
見
せ
た
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
さ
さ
い
な
一
言
が
子

ど
も
の
心
に
こ
ん
な
に
響
く
も
の
な

の
だ
と
あ
ら
た
め
て
驚
き
ま
し
た
。 

人
は
、
誰
か
の
発
す
る
言
葉
に
励

ま
さ
れ
喜
ん
だ
り
、
傷
つ
け
ら
れ
た

り
悲
し
ん
だ
り
し
ま
す
。
人
間
だ
け

が
持
っ
て
い
る
言
葉
の
大
切
さ
と
怖

さ
で
す
。
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築

い
て
い
け
る
よ
う
に
、
言
葉
は
大
切

に
使
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

    

１
年
普
通
科 

桜
満
開
の
中
、
文
徳
高
校
の
入
学

式
に
参
加
し
た
我
が
子
の
制
服
姿
に

成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
す
で
に
入
部

す
る
部
活
動
も
決
め
て
い
て
今
は
毎

日
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
先
輩
方
も
と
て
も
優

し
く
親
切
で
後
輩
を
可
愛
が
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
私
も
自
分
の
高

校
時
代
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
と
共

に
再
び
青
春
時
代
を
分
か
ち
合
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

           

部 活 動 結 果 
◇ソフトテニス部 

大分市近県高等学校対抗ソフトテニス大会 団体第３位 

西日本選抜ソフトテニス研修大会 団体優勝 

村上杯争奪春季嬉野ソフトテニス大会 団体第優勝 

竹下くん(3F3宇土鶴城中)   深水くん(3F4湖東中) 

長野くん(3T1天草中)      押川くん(2T1託麻中) 

岸田くん(2T1錦中)        永田くん(2T1錦中) 

 

海
外
語
学
研
修 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

言
葉
の
怖
さ
と
大
切
さ 

・
・ 

・ 
 

～
生 

徒 

指 

導 

部
～ 

 
 

 
 

生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 

 

文 徳 点 描 
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熊本市西区池田 4-22-2   文徳高等学校 

℡096-354-6416    FAX096-359-2373 
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軟式野球部 

軟
式
野
球
部
県
大
会
優
勝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

関本さんの作品「なつかしのみなと」 

 

岸田くん、深水くんペア 

 

相撲部 

「
Ｒ
Ｋ
Ｋ
お
は
よ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に 

文
徳
生
が
出
演
し
ま
す
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

おはようメッセージ 

出演団体 

※下記の順で放送予定です。 

海外語学研修メンバー 

ライフル射撃部 

硬式テニス部 

吹奏楽部 

ダンス同好会 

写真部 

美術部 

放送部 

２Ｔ１大塚くん 

生徒会執行部 
 

ガンバレ・ガール！ 

ご 

家 

庭 

よ 

り  

体育大会 綱引き 



    

１
年
普
通
科 

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
文
徳
点
描
、

興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
、

不
安
で
一
杯
で
す
が
、
良
き
先
生
、

友
人
に
恵
ま
れ
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

１
年
普
通
科 

少
し
大
き
め
の
制
服
に
袖
を
通
し
、

締
め
慣
れ
な
い
ネ
ク
タ
イ
に
戸
惑
い

な
が
ら
、
桜
の
花
び
ら
が
舞
い
散
る

文
徳
高
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
３
年
間
、
様
々
な
経
験
を

し
、
沢
山
の
方
と
出
会
い
、
多
く
の

事
を
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

努
力
を
惜
し
ま
ず
夢
に
向
っ
て
頑
張

る
姿
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生

方
、
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

１
年
普
通
科 

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
最
も
大
切
な

時
期
で
あ
る
高
校
３
年
間
に
文
徳
高

校
を
選
択
し
ま
し
た
。
大
き
な
期
待

を
持
ち
、
子
ど
も
の
頑
張
り
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
よ
う
に
出
来
る
限
り

の
力
を
そ
そ
ぎ
、
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

            

    

１
年
普
通
科 

入
学
し
て
友
達
が
で
き
る
か
少
し

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
多

く
の
友
人
が
で
き
、
毎
日
楽
し
そ
う

に
学
校
へ
登
校
し
て
い
る
姿
を
見
て

「
ホ
ッ
」
と
一
安
心
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
文
武
両
道
、
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
三
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

１
年
普
通
科 

入
学
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
一
か

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
に

大
き
な
希
望
と
同
じ
く
ら
い
緊
張
と

不
安
を
抱
え
て
迎
え
た
入
学
式
。
今

は
毎
日
元
気
に
楽
し
そ
う
に
家
を
出

て
行
く
姿
に
安
心
し
て
い
ま
す
。
新

し
い
出
会
い
を
大
切
に
今
と
変
わ
ら

な
い
前
向
き
な
気
持
ち
が
３
年
間
続

く
よ
う
、
家
庭
で
も
し
っ
か
り
と
全

力
で
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
追
伸
、
先
日
の
体
育
大
会

の
盛
り
上
が
り
に
感
動
し
ま
し
た
。

生
き
生
き
と
参
加
し
て
い
る
子
ど
も

達
の
姿
、
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。 

１
年
普
通
科 

平
成
最
後
の
入
学
式
、
体
育
大
会

を
経
て
、
い
よ
い
よ
新
し
い
時
代
「令

和
」
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
３
年
間
、
子
ど
も
達
が
何
を
学
び
、

ど
ん
な
ふ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
か

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
親
も
ボ
ー
ッ

と
し
て
怒
ら
れ
な
い
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
先
生
方
の
熱
意
に
負
け
な
い
、

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
に

努
力
す
る
…
そ
ん
な
学
園
生
活
を

送
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
文
徳
点
描
も
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
毎
号
発
行
は
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

１
年
普
通
科 

い
よ
い
よ
期
待
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

娘
も
入
学
し
て
最
初
の
一
週
間
は
心

の
中
が
緊
張
で
食
事
も
あ
ま
り
入

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
で
は
ク

ラ
ス
の
お
友
達
や
入
部
し
た
部
活
の

お
友
達
と
の
楽
し
い
生
活
が
日
々
感

じ
ら
れ
、
親
と
し
て
も
微
笑
ま
し
く

見
守
っ
て
お
り
ま
す
。
人
生
の
中
で

と
て
も
大
切
な
三
年
間
を
自
分
ら

し
く
精
一
杯
過
し
て
く
れ
た
ら
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

             

１
年
普
通
科 

入
学
し
て
一
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

入
学
式
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
一
日
一

日
の
積
み
重
ね
の
大
切
さ
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
中
学
校
を
休
み
が
ち

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
は
一
か

月
、
皆
勤
を
目
指
そ
う
と
娘
と
話
し

ま
し
た
。
は
じ
め
の
一
週
間
は
と
て

も
疲
れ
て
お
り
無
理
か
な
と
も
思
い

ま
し
た
が
、
一
週
間
、
登
校
で
き
た

頃
か
ら
少
し
変
化
が
見
ら
れ
「休
み

た
く
な
い
」「頑
張
る
」と
意
欲
的
に

な
り
ま
し
た
。
体
育
大
会
、
Ｇ
Ｗ
と

間
に
行
事
が
入
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
、

一
か
月
学
校
を
休
ま
ず
登
校
で
き

ま
し
た
。
新
し
い
高
校
生
活
が
よ
い

ス
タ
ー
ト
に
な
り
嬉
し
い
で
す
。
一

日
で
も
多
く
高
校
に
通
え
る
よ
う
に

親
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

１
年
普
通
科 

無
事
に
入
学
式
を
終
え
一
か
月
が

経
ち
ま
し
た
。
本
人
は
不
安
半
分
、

期
待
半
分
の
高
校
生
活
ス
タ
ー
ト
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
中
学
生

の
頃
よ
り
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
落
ち
着
い
た
生
活
を
送
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
三

年
間
、
部
活
に
勉
強
に
良
き
友
達
づ

く
り
に
ま
た
、
社
会
に
出
た
際
に
必

要
な
礼
節
も
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

行
動
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
先

生
方
に
は
ご
苦
労
を
お
か
け
す
る

と
思
い
ま
す
が
ご
指
導
頂
き
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

１
年
普
通
科 

三
年
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

多
く
を
学
び
、
友
を
得
、
規
律
を
守

り
大
き
く
羽
ば
た
く
三
年
間
と
な

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

人
（家
族
を
含
む
他
人
）の
悲
し
み
、

辛
さ
を
理
解
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
家
族
と
し
て
も

学
校
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

２
年
普
通
科 

親
の
育
っ
た
昭
和
か
ら
、
子
ど
も

の
育
っ
た
平
成
、
そ
し
て
次
な
る
時

代
「令
和
」が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
平

成
の
30
年
で
時
代
は
ア
ナ
ロ
グ
か

ら
デ
ジ
タ
ル
・
Ｉ
Ｔ
の
時
代
に
移
り

変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

の
時
代
は
、
諸
々
世
の
中
の
環
境
が

急
速
に
Ａ
Ｉ
（人
工
知
能
）に
依
存
す

る
よ
う
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

今
後
、
今
あ
る
仕
事
の
多
く
が
Ａ
Ｉ

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
も
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

子
ど
も
達
に
は
ど
の
よ
う
な
能
力
や

感
情
が
必
要
か
つ
大
切
に
な
る
の
か
、

不
易
流
行
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
つ
い
つ
い
押
し
付
け
て
し
ま
う

親
の
価
値
観
が
、
あ
る
部
分
で
は
変

わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
、
改
元
を

迎
え
た
今
、
昭
和
の
親
世
代
に
は
自

覚
が
必
要
な
よ
う
で
す
。 

２
年
普
通
科 

先
日
の
熊
本
地
震
慰
霊
祭
を
Ｔ
Ｖ

で
見
て
、
３
年
前
の
事
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
知
り
合
い
の
方
が
被
害
に

遭
い
、
今
で
も
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

高
２
と
大
２
の
息
子
二
人
は
何
か
出

来
な
い
か
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
被
害
の
大
き

さ
に
言
葉
を
な
く
し
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
お
姿
に
逆
に
力
を
も
ら
い
帰

っ
て
来
ま
し
た
。
当
時
高
２
だ
っ
た
息

子
（現
大
２
）は
進
路
を
決
定
で
き
な

い
で
い
る
日
々
で
し
た
が
、
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
見
い
だ
し
夏
の
三
者

面
談
で
も
「
無
理
」
と
言
わ
れ
た
目

標
に
向
か
っ
て
、
そ
れ
ま
で
以
上
に

勉
強
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
「ス
イ
ッ
チ
」

が
入
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
今

で
は
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
息
子
は

第
一
志
望
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の

の
自
分
の
目
標
へ
の
勉
強
を
大
学
で

も
し
て
い
ま
す
。
文
徳
点
描
の
進
路

指
導
部
（進
路
編
）に
普
通
コ
ー
ス
か

ら
で
も
難
関
大
学
や
学
部
に
普
通
コ

ー
ス
か
ら
合
格
で
き
た
事
は
快
挙
で

あ
る
、
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ど

の
コ
ー
ス
に
い
て
も
ど
の
学
科
に
い
て

も
ひ
い
て
は
ど
の
学
校
に
い
て
も
「本

人
の
や
る
気
」が
あ
れ
ば
道
は
拓
け

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
と

に
か
く
が
む
し
ゃ
ら
に
「頑
張
る
人
」

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
先

を
見
通
し
た
日
々
を
過
し
て
ほ
し
い

で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

             

２
年
普
通
科 

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ス
テ
キ
な
ス
ー
ツ
の
制
服
を
着

て
入
学
式
に
臨
ん
だ
日
か
ら
あ
っ
と

い
う
間
に
早
く
も
一
年
経
ち
ま
し
た
。

高
校
に
入
っ
て
か
ら
急
に
勉
強
を
す

る
こ
と
に
や
る
気
を
見
い
だ
し
、
自

分
の
目
標
を
作
っ
た
事
が
何
よ
り
も

親
と
し
て
は
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
も

文
徳
の
明
る
い
校
風
と
先
生
方
の
ご

指
導
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
、
本
当

に
文
徳
に
来
て
良
か
っ
た
と
子
ど
も

と
話
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

体
育
大
会
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ど
の
競
技
も
応
援
団
も
と
て
も
す

ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
真
剣
な
姿
、

仲
間
を
応
援
す
る
姿
、
友
達
と
い
る

時
の
笑
顔
。
一
人
一
人
が
輝
い
て
い

ま
し
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
、
素
敵
な

一
日
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

３
年
普
通
科 

恥
ず
か
し
な
が
ら
子
ど
も
が
最

終
学
年
と
な
っ
た
今
年
初
め
て
体
育

祭
を
拝
見
致
し
ま
し
た
。
受
験
の
年

と
な
っ
た
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
学

園
最
後
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
体
育

祭
で
見
応
え
あ
る
も
の
で
し
た
。
い

よ
い
よ
子
ど
も
も
受
験
体
勢
に
な
っ

て
い
ま
す
。
目
標
に
向
う
我
が
子
を

後
押
し
し
、
笑
っ
て
春
を
迎
え
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

平
成
最
後
の
週
末
で
我
が
家
で
も

最
後
の
体
育
祭
も
無
事
に
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
大
学
受
験
と
い
う
大
き
な

試
練
に
向
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
思
い

で
す
。
３
月
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
、
夢

実
現
の
た
め
に
後
悔
す
る
こ
と
な
く

一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
先
生
方
に
も
た
く

さ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い

ま
す
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

             

３
年
普
通
科 

高
校
最
後
の
体
育
大
会
を
拝
見
し

ま
し
た
。
日
々
の
エ
ッ
サ
ッ
サ
で
の
足

の
疲
れ
を
帰
っ
て
く
る
度
に
言
う
の

で
実
際
に
一
つ
の
ポ
ー
ズ
を
試
す
と

痛
か
っ
た
で
す
。
（笑
）当
日
は
天
気

に
恵
ま
れ
、
よ
き
演
技
を
見
る
こ
と

が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。 

３
年
普
通
科 

高
校
最
後
の
体
育
大
会
が
終
わ

り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
対
抗
や
団
対

抗
の
リ
レ
ー
、
男
の
戦
い
、
女
の
戦
い

な
ど
と
て
も
盛
り
上
が
り
み
ん
な
の

団
結
力
が
見
ら
れ
て
大
変
楽
し
ま
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
気

持
ち
を
切
り
替
え
て
来
月
の
定
期
考

査
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で

す
。
18
日
の
奨
学
生
認
定
式
、
総
会
、

懇
親
会
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

３
年
理
工
科 

最
後
の
体
育
大
会
を
見
て
、
保
育

園
か
ら
高
校
ま
で
お
弁
当
作
り
に
頑

張
っ
た
自
分
を
褒
め
ま
し
た
。
息
子

の
好
物
は
変
わ
ら
ず
、
い
つ
も
と
変

化
の
な
い
弁
当
で
し
た
が
、
手
作
り

す
る
喜
び
も
あ
っ
た
と
振
り
返
り

ま
す
。
受
験
と
向
き
合
う
為
、
趣
味

で
楽
し
ん
だ
も
の
を
ほ
と
ん
ど
処
分

し
て
い
た
事
に
驚
き
ま
し
た
。
「落
ち

た
時
に
言
い
訳
に
し
た
く
な
い
」
と

理
由
を
話
し
て
く
れ
て
、
成
長
を
感

じ
る
と
同
時
に
少
し
寂
し
さ
も
感
じ

て
い
ま
す
。
子
育
て
も
残
り
少
な
く

な
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
楽
し
も
う

と
決
意
し
た
こ
の
頃
で
す
。 

ご

家

庭

よ

り 
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生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 

 

青団 応援演舞の様子 

白団 応援演舞の様子 

女子 ダンスの様子 

男子 エッサッサの様子 


